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ショットピーニングの効果と 

機械部品への適用 

 

講演要項・目次 
1. 司会 

  日本機械学会ショットピーニングに関する分科会 

主査 飯田 喜介 （明治大学工学部 教授） 

 

2. 担当講師と講演時間 

時刻 題目 概要 講師 
教材 

ページ 

9:00 

～ 

9:50 

(1)ショットピ

ーニングによる

表面層の改質 

焼入れ、浸炭、窒化、高周波焼入

れ、メッキを行った部品、ステン

レス、耐熱合金、アルミ、マグネ

シウム、チタンへのショットピー

ニングの応用。 

㈱本田技術研究所 

顧問 

大沢 恂 
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10:00 

～ 

10:50 

(2)ショットピ

ーニングの自動

車部品への適用 

ショットピーニングは材料依存

性が少なく、アルミ合金、中炭素

鋼、浸炭歯車、球状黒鉛鋳鉄など

への適用例とその効果について

述べる。 

三菱自動車工業㈱ 
乗用車技術センター 

課長 

五十嶺 優 

11 

11:00 

～ 

11:50 

(3)航空機に於

けるショットピ

ーニング 

航空部品にショットピーニング

を実施する場合の設計基準、作業

条件の設定及び品質保証等につ

いて紹介する。 

富士重工業㈱ 

航空技術本部 

係長 

稲川 哲雄 

19 

12:00 

～ 

13:00 

休   憩 （  昼  食  ）  

13:00 

～ 

13:50 

(4)浸炭歯車の

ショットピーニ

ング効果につい

て  

自動車用浸炭歯車へのショット

ピーニングの利用は急激に増加

しており、この加工による強度ア

ップとギアを設計する際の強度

について述べる。 

日産自動車㈱ 

機構設計部 

川口 明生 

31 

14:00 

～ 

14:50 

(5)ばねに対す

るショットピー

ニング 

加工面の梨地面、加工硬化層、圧

縮残留応力などとストレスピー

ニング、ドライホーニング、液体

ホーニングなどについて説明す

る。 

神奈川工業試験所 

機械金属部 

部長 

宮川 信勇 

39 

15:00 

～ 

15:50 

(6)各種ショッ

トピーニング装

置とその適用 

各種ショットピーニング装置の

歴史、原理、機構、特長などにつ

いて述べ、使用例の解説と論評お

よび最近の自動装置などについ

て説明する。 

㈱日本ブラスト 

加工研究所 所長 

下河辺 朝行 

47 

16:00 終     了  

 

（昭和 63.1） 
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シンポジウム 

表面処理とショットピーニング 

講演・目次 
 

1. 司会 飯田喜介：ショットピーニング技術協会会長（明治大学工学部教授） 

 

2. 題目・講師 

時刻 題目 概要 講師 
教材 

ページ 

10:00 

～ 

11:00 

(1) 自動車用機能部

品の表面処理と

ショットピーニ

ングの将来性 

 

 

 

 

(質疑応答) 

最近の二輪車と四輪車の HP/ℓの向上と車体

の軽量化に貢献したのは表面処理技術の発展

であろう。部品の耐久性と信頼性向上は不可欠

な要素である。強度向上対策として形状面の見

直し、高級材料の採用、熱処理の改善などの方

策があるが、ショットピーニングは材料依存性

が少なく、現状の材料で安価に強度向上が得ら

れる点でメリットが大きい。今回は表面処理の

現状とショットピーニングの将来性について

説明する。 

㈱本田技術研究所 顧問 

大沢 恂 
1 

11:00 

～ 

12:00 

(2) ショットピーニ

ング技術の有効

な利用上の留意

点 

 

 

(質疑応答) 

 「ショットピーニングの効果はある」と一応

の理解は得られている。しかしながら、その活

用においては企業間に大きな差異があるばか

りでなく、日本に於いては一般に諸外国に比べ

てそれ程活発とは言えないように思える。 

 そこで、本技術が普及しない理由について触

れると共に、その問題点と方策について設備及

び方法の両面から検討した私見を述べる。 

東京熱処理工業㈱ 

熱処理事業部 

内藤 武志 

11 

12:00 

～ 

13:00 

休   憩 （  昼  食  ） 

13:00 

～ 

14:00 

(3)表面硬化材の疲労

強度  

 

 

 

 

(質疑応答) 

 疲労破損の機構は単純なものではなく、いく

つかの形態がある。この疲労寿命に対する研究

を行った年代順の経過を示し、高周波焼入れ材

に対してどのように研究が発展していったの

かを述べる。 

 次に、ショットピーニングならびに浸炭やタ

フトライド等の表面処理を行った材料の疲労

強度の変化について言及する。 

龍谷大学 

理工学部教授 

中村 宏 

21 

14:00 

～ 

14:50 

(4)ショットピーニン

グ加工装置の高性能

化の事例 

 

 

 

 

(質疑応答) 

 マニュアルによるピーニング装置から次第

に発達し最近のショットピーニング装置の傾

向は CNC 制御を行うものの需要が多くなって

きている。これは製品の品質向上と加工の安定

化ならびに高能率化を目的とするところから

の要望である。 

 今回、いろいろな目的に用いられる CNC 制御

のショットピーニング装置の内容を紹介する。 

㈱不二製作所 

営業技術部 

菅沢 好一 

37 

15:00 

～ 

15:50 

(5)ショットピーニン

グに用いられている

ショットとしてのガ

ラスビーズ 

 

 

 

(質疑応答) 

 ショットピーニングに用いられるショット

にはいろいろなものがあるが、従来から航空機

のエンジンのショットピーニングに用いられ

ているガラスビーズはよく知られている。この

ガラスビーズの種類とその用途について述べ、

次にショットピーニング用としてガラスビー

ズに要求されるその品質について述べると共

に効果的に用いられているいくつかの実例を

紹介する。 

㈱ユニオン 

取締役技術部長 

福留 一実 

47 

 

（平成 1.3） 
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シンポジウム 

残留応力とショットピーニング 

講演・目次 
 

司会 大沢 恂：ショットピーニング技術協会常任理事（元 株式会社本田技術研究所 顧問） 

 

題目・講師 

時刻 題目 概要 講師 
教材 

ページ 

10:00 

～ 

11:30 

X 線による残留応力の

測定 

X 線による残留応力測定法は歴史は比較的古

く、X線取扱いに難点があった。現在の X 線に

よる残留応力測定法の取り扱いは簡易であり、

その測定法は片持ち梁や板の撓みなどから材

料力学的方法で算出した応力値と良く一致す

る。X線回折による残留応力測定の際に残留応

力だけでなく、回折強度や半価幅あるいは焼入

材などの場合には残留オーステナイトなどの

測定も可能である。 

 これらの金属表面の金属物理的な多くの要

素は現在の表面構造の解析には重要な基礎的

factor である。今回のシンポジウムでは残留

応力測定を中心に X 線回折の方法を詳述する。 

理学電機㈱ 

製品事業部 

非破壊検査機器 

担当 部長 

小木曽 克彦 

（JSSP 理事） 

1 

 昼 食 休 憩 （ 1 時間 15分 ） 

12:45 

～ 

14:15 

ショットピーニング

と残留応力 

 ショットピーニングによって発生する種々

の効果がピーニング効果であり、この第一に挙

げられるものに疲れ強さ向上がある。更に耐食

性や耐摩耗性などがあり、これらの効果が発生

する要素として残留応力、結晶粒界の封鎖、加

工硬化などが考えられている。これらの要素は

すべて残留応力と密接な関係を持っている。 

 今回のシンポジウムでは残留応力の基本的

性質、ショットピーニングによる残留応力の発

生、その方向性、残留応力の干渉、疲れ強さの

増加率と表面および内部の最大残留応力、最大

残留応力を発生するのに必要な被加工材の板

厚、スチールショットとガラスショットとの比

較など実証的な事例に就いて説明する。 

明治大学 

理工学部 

教授 

飯田 喜介 

（JSSP 会長） 

11 

   休  憩  （ 15分間 ） 

14:30 

～ 

16:00 

ショットピーニング

による浸炭鋼の残留

オーステナイトと残

留応力 

 浸炭歯車材の表面に発生する異常層の改善

手法としてはショットピーニングが最も有効

である。近年急速に自動車浸炭歯車への適用が

進んでいるが、その効果は、部品別、工法別、

メーカー別でのバラツキが大きい。 

 一方、益々高まる自動車の高出力化に対する

ショットピーニング歯車のバラツキ低減及び

高強度化の為、材料、熱処理の見直し、ショッ

トピーニングとの最適組み合わせ、及びショッ

トピーニングの適正処理が求められている。

又、ショットピーニング後の表面処理、ショッ

トピーニングとの複合処理の強度に及ぼす影

響などについて研究が進められている。 

 今回は、ショットピーニング歯車の残留応

力、残留オーステナイトの挙動および強度に及

ぼす影響について述べる。 

いすゞ自動車㈱ 

材料開発部 

部長 

久松 定興 

（JSSP 常任理事） 

25 

 

（平成 2.1） 

 



16 
 

ショットピーニング技術 (平成 4.10) 

 

シンポジウム ショットの性能と管理 

目   次 

1.セラミックショット  ：中沢 富夫 ...........................  1 

2.カットワイヤーショット：渡邊 吉弘 ........................... 8 

3.スチールショット   ：成田 俊宏 .......................... 16 

4.ガラスビーズ     ：福留 一実 .......................... 22
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